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毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
愛
知
県
市

町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
12
月
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
も
さ
ら
に
上
位
を
目
指
す
た
め
、

５
月
か
ら
８
月
ま
で
４
回
記
録
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
記
録
会
の
タ

イ
ム
を
参
考
に
各
区
２
名
を
選
手
と
し
て

登
録
し
ま
す
。

　

大
会
当
日
に
参
加
で
き
な
く
て
も
、
体

力
作
り
と
し
て
記
録
会
に
参
加
し
て
も

ら
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
大
口
町
の
駅
伝

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日�

時　

５
月
26
日
貍
、
６
月
16
日
貍
、
７

月
14
日
貍
、
８
月
18
日
貍

　

午
後
５
時
か
ら

記
録
会
場　

大
口
町
総
合
運
動
場
（
外
周
）

選�

考
資
格　

　

大
会
当
日
参
加
で
き
る
方
、
町
内
に
お
住

ま
い
か
、
お
勤
め
の
方
で
大
会
が
定
め
る
区

間
の
距
離
を
走
り
き
る
こ
と
が
で
き
る
方

※�

町
外
に
お
住
ま
い
の
方
で
も
、
規
定
に

よ
り
出
場
可
能
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

大�

会
日
時　

12
月
１
日
貍　

大
会
会
場　

愛
・
地
球
博
記
念
公
園

募
集
区
分

▽�

小
学
生
（
男
子
・
女
子
）
小
学
校
１
年

生
か
ら
６
年
生
（
大
会
時
の
距
離　

男

子
・
女
子
１
・
1
キ
ロ
）

▽�

中
学
生
（
男
子
・
女
子
）
中
学
校
１
年

生
か
ら
３
年
生
（
大
会
時
の
距
離　

男

子
３
・
２
キ
ロ　

女
子
２
・
８
キ
ロ
）

▽�

ジ
ュ
ニ
ア
（
男
子
・
女
子
）
平
成
12
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
（
男
子
４
・
７
キ
ロ　

女
子
３
・
９
キ
ロ
）

▽�

一
般
（
男
子
・
女
子
）
平
成
12
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
大
会
時
の

距
離　

男
子
４
・
８
キ
ロ　

女
子
３
・
２

キ
ロ
）

▽
�40
歳
以
上
（
男
女
不
問
）

　

昭
和
53
年
12
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た

　

方
（
大
会
時
の
距
離　

３
・
９
キ
ロ
）

問
合
せ
先

　

中
央
公
民
館
２
階　

生
涯
学
習
課

　
蘂
95
ー

３
１
５
５
（
月
・
火
・
祝
日
休
み
）

第13回

愛知県市町村対抗
駅伝競走大会

愛 知
駅 伝
記録会開催
参加者募集

大口町地域包括支援センター便り

大口町
地域包括支援センター便り

大口町
地域包括支援センター便り

高齢者と障がい者の総合相談窓口高齢者と障がい者の総合相談窓口

　大口町地域包括支援セ
ンターでは、高齢者や障
がいのある皆さんが、住
み慣れた地域で安心して
生活を続けられるように
支援します。

一人で
抱え込んで
いませんか？

心
配
ご
と

悩
み
ご
と

こんなときに
役に立ちます！

大口町地域包括支援センター

保健師 社会福祉士

リーダー的な
ケアマネージャー
リーダー的な
ケアマネージャー

（主任介護支援専門員）

介護保険制度の
利用の仕方や申
請が分からない

自立した生活を送
るために介護予防
について知りたい

障がい者のための福
祉サービスにはどん
なのがあるかなぁ？

問合せ先　大口町地域包括支援センター　蘂 94-2227（社会福祉法人おおぐち福祉会敷地内・大口中学校東）
月曜日から金曜日　午前８時 30分から午後 5時 15分　土曜日　午前８時 30分から午後 0時 30分　（日・祝および年末年始休み）
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褞
褥
褪
褫
襁 高齢者の消費者被害（振

り込め詐欺）や虐待な
どで相談したい

介
護
を
す
る
時
の
基
本

尊
厳
を
守
る

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
適
切
な

支
援
を
受
け
な
が
ら
、
社
会
生

活
を
継
続
す
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。　

　
「
で
き
な
い
」「
分
か
ら
な
い
」

と
症
状
だ
け
に
目
を
向
け
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
時
に
必
要
な

こ
と
を
医
療
・
介
護
・
福
祉
の

専
門
職
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
連
携
し
、

支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

で
き
る
こ
と
は
本
人
に

　

で
き
る
こ
と
は
、
ど
ん
ど
ん

本
人
に
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

大
切
で
す
。

　

介
護
を
し
て
い
る
と
、
親
切

心
か
ら
、
本
人
が
で
き
る
こ
と

ま
で
手
助
け
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
認
知
症
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
何
も
か
も
が
で
き
な
い
と

決
め
つ
け
ず
、
一
度
は
、
や
っ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

心
理
を
理
解
し
て
接
す
る

　

認
知
症
の
方
の
徘
徊
や
妄
想

に
よ
る
暴
言
な
ど
、
困
っ
た
行

動
に
、周
り
の
皆
さ
ん
は
、つ
い
、

目
の
前
の
行
動
に
気
を
と
ら
れ

が
ち
で
す
。
そ
の
場
の
対
応
も

大
切
で
す
が
、
根
本
的
な
原
因

が
解
消
さ
れ
な
い
限
り
、
再
び

同
じ
対
応
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
場
と
は
異
な
っ
た
行
動

を
正
し
い
と
思
っ
て
い
る
認
知

症
の
方
を
説
得
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
逆
効
果
に
な
る
事
も
あ

り
ま
す
。
間
違
っ
て
い
る
と
思
っ

て
も
、
可
能
な
限
り
、
一
度
は

受
け
止
め
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
の
方
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ
先　

大
口
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー　

蘂
94
ー

２
２
２
７

認
知
症
に
つ
い
て
知
ろ
う
！
　
パ
ー
ト
1


